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　昨年11月の報告会で寄せら
れた意見を議会で協議し、対
応をまとめました。町への提言
や委員会調査などを通じて、今
後の政策立案に生かします。
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今年もやります

5 月 26 日（水）　大刀洗・
　　　　　　　　南部コミュニティセンター

5 月 27 日（木）　大堰交流センター
6 月 1日（火）　本郷ふれあいセンター
6 月 2 日（水）　菊池・就業改善センター

時間はいずれも午後７時から

　昨年はコロナ対応のため１カ所のみに縮小し
ましたが、今年は４カ所の校区センターで開催し
ます。いずれの会場も全議員が参加しますので、
都合のよい日にお越しください。

※コロナ感染状況などの理由により、変更または延期とな
　ることがあります。
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議会の
方針

防災行政無線の設置を 巡回バスの利便性向上を

温暖化対策に着手を

避難所の充実・改善を

議員定数、報酬の議論を
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　大刀洗町は防災無線の設置が遅れ
ているのでは。特に大堰校区は毎年水
害が発生するので設置してほしい。

　①開設が遅いのでは②中央公民館
のトイレが狭い③仕切りや簡易ベッド
が足りないなどを改善してほしい。

　避難所は警戒レベル3で開設してい
ます。中央公民館は古く、避難所として
不十分なので、2年後の改修時に機能
の強化を図る予定です。

　避難所の状況や復旧見込みなどの
情報を的確に発信させるとともに、避
難所の機能強化や分散避難の推進も
求めていきます。

　前回の町議会選挙は無投票だった。
議員定数を減らして、浮いた財源を
全員に上乗せして議員の待遇を改善
しては。少なくとも議員選挙が行われ
るような定数設定を。

　校区外にも出かけたいので、役場で乗り継
げるような時刻表を。また、今村天主堂まで
来ている西鉄バスを役場まで延伸しては。

　地域の交通事業者とも協議しながら、3年
度も１年かけて試行運転を計画しています。
　西鉄バスは従来の西鉄久留米―JR久留米
間を廃止して今村天主堂まで延伸してもらっ
ており、さらなる延伸は難しい状況です。

　行政に試行状況の報告を求めながら、他の
交通機関との連携や利便性の向上を議論し
ます。

　現在の焼却場は使用期限があり、焼
却方法も問題があるのでは。町議会で
も生ごみ対策など環境問題に真剣に
取り組んでほしい。

　町に対して、ごみ行政に関する提言
書を平成25年に提出しています。また、
委員会として今年度の重点課題に位
置づけ、生ごみの堆肥化などを調査研
究する予定です。

　生ごみの減量化は、町単独で推進す
るか、広域で対応するのか調査研究中
です。

　昨年の議会では、急な提案である
ことや、内容も不十分と判断し工事費
を削除しました。その後、建設経済委
員会が町へ提言書を提出しています。
今後も十分な事前調査を行うよう求
めています。

　大刀洗町の議員定数は同規模の市町
村と比較しても少ない状況と考えます。
　議会には３つの常任委員会があり、
５名ずつ所属していますが、委員会は７
～８名程度が望ましいとの指摘もあり、
定数は現状のまま扱わない考えです。

　議会での議論や住民意見を踏まえ、
3年度には設計費を計上しました。１年
かけて性能や設置場所などを検討し
ます。
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町
長
に
就
任
し
１
年
あ
ま
り

が
経
過
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
と
災
害
対
策
に
終
始
し

た
１
年
で
し
た
が
、
予
定
し
て

い
た
事
業
は
お
お
む
ね
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
度
は
、
防
災
力
の
強
化

や
交
通
弱
者
対
策
も
強
力
に
進

め
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
正

確
な
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
３
年
度
の
当
初
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。
25
件
の
新
規
事
業

や
23
項
目
の
継
続
・
拡
充
予
算

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
事
業
も
住
民
生
活
に
深
く
関

わ
り
ま
す
の
で
、
議
会
と
し
て

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
議
会
報
告
会
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中山町長

防
災
力
の
強
化
や

交
通
対
策
も
す
す
め
ま
す

コ
ロ
ナ・災
害
対
策
に
重
点

3 年度
予 算

総務費
12億2667万円

民生費
26億5662万円衛生費

5億9968万円

農林水産業費
4億6005万円

土木費
8億881万円教育費

6億5262万円

公債費
4億7368万円

支出
72億
888万円

その他
3億
3075万円

自
依

存

財
源

主

財

源

町税
14億
6839万円

3億
1195万円

その他
3億
1170万円

町債

6億
9904万円

県支出金

10億
299万円

国庫支出金

地方交付税
18億1000万円

72億
888万円

繰越金
繰入金など

16億
481万円

収入

医療や介護、
子育てなどに使う
お金です。

借り入れの返
済金です。

ふるさと納税の返
礼品代などはここ
に含まれます。

ごみ・し尿の
処理費です。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、私たちが払って
いる税金です。

ふるさと納税の寄
附金はここに含ま
れます。

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。
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３
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定
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会
は
３
日
か
ら
18
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ま
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、
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３
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度
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じ
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ロ
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ウ

イ
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ス
ワ
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用
や
、
教
育
委
員
の
人
事

案
な
ど
を
審
議
し
、
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ず
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も
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
は
72
億
円
あ
ま
り
で
、
前
年
比

で
約
２
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
予
算
の
審
議
は
６
～
11
ペ
ー
ジ
に
、
賛
否
は

13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は

昨
年
と
ほ
ぼ
同
規
模



　予算のうち、どれくらいを自前の税収で賄
えているかを表します。
　この指数が高いほど財政力が強いことを
示しています。

１ 財政力指数　０．４７５

町財政を見る３つのポイント

【 昨年比　0.008 向上 】

　人件費など毎年かかる固定費の割合。数
値が低いほど政策的に使えるお金が多いこ
とになります。

2 経常収支比率　８３．１ %
【 昨年比　0.4 向上 】

　一般会計が負担する借金返済費用の割
合。数値が高いほどほかの事業にあてる財
源を圧迫することになります。

　近隣と比較すると、大刀洗町は 財政力指数は低
い(自主財源が少ない)が、経常収支比率は良好
(固定費の支出が少ない)の傾向にあります。

※元年度の確定値　( ) 内は県内全60市町村での順位 

3 実質公債費比率  ６．８ %

他の自治体とくらべたら？

【 昨年比　0.5 悪化 】

財政力指数
大刀洗町
大木町
広川町
筑前町
小郡市

0.48　(36)
0.52　(34)
0.64　(18)
0.48　(38)
0.68　(14)

83.1　(2)
87.3　(8)
94.9　(33)
89.5　(12)
98.5　(53)

6.8　(31)
7.8　(40)
8.0　(41)
12.1 (57)
9.1　(49)

経常収支比率 実質公債費比率
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安丸議長

　借入金である町債は、下水道の借り入れ分を含めると
ここ数年は減少傾向にあります。
　いっぽう、町の貯金である基金は、ふるさと応援寄附
金の増加などで積み増ししてきましたが、ここ４年は財
政調整基金を２～３億円ほど取り崩す当初予算となって
います。国からのコロナ交付金なども有効に活用しなが
ら、長期的視野での財政運営が求められます。

　３年度は正規職員が実質３名増で、マイ
ナンバー事業や文化財の部署に配置されて
います。
　会計年度任用職員（非正規）は、ワクチン
接種やマイナンバー事業、学校でのコロナ
対策支援、教育活動サポートなどの分野で
重点的に雇用される予定です。

　平成20年に創設されたふるさと応援寄
附金は着実に増加し、令和２年度は初めて
12億円を超えました。

住
民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
発
揮
し
ま
す

80

100

120

29年 30年 令和元年 ２年
（見込）

3年
（見込）

平成28年

98億
7881万

95億
46万 90億

3544万
87億
6942万 84億

6575万
80億
6022万

38億
9847万

40億
4751万

44億
6198万

42億
9万

43億
6186万

35億
8252万
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8909万円
7027件

2万
2873件

10
億
８
１
９
３
万
円

5万
643件

12
億
２
６
７
８
万
円

2万
3949件

10
億
１
５
９
５
万
円

1万
5077件
５
億
７
５
７
１
万
円

平成28年 29年 30年 令和元年 ２年

12

10

6

4

2

8

（億円）

ふるさと応援寄附金は
３年連続10億円超えに

貯金と借金の状況は

コロナ対策や
マイナンバーに人員配置



災害に強い づく り町

防災・減災を推進するため町の計画を策定します。

床島地区の排水対策

防災備蓄倉庫を建設

　現在は備蓄品
の保管を委託して
いますが、役場の
庁舎敷地内に倉
庫を新設します。

昨年9月の決算委員
会では、災害対応の
充実など４点の意見
をつけていました。

中央公民館の改修設計

　生涯学習施設、
避難所としてバリ
アフリーなどの機
能強化を目指し設
計を行います。

ため池の浚渫調査

防災行政無線を設計 431万円

583万円

600万円546万円 1650万円

2591万円

　情報伝達手段のひとつとして、屋外スピー
カーを含む防災行政無線の設計を委託します。

　今年度は設計費のみ計上されている
がスケジュールは。防災ラジオは無償貸
し出しの要件を緩和すべきでは。

　防災無線は性能や設置場所な
どを1年かけて設計したい。防災ラ
ジオは有料で購入した人もおり、
どのように活用するか検討したい。

　
昨
年
の
議
会
で
は
、急
な
提
案
で
あ
る

こ
と
や
、住
民
意
見
の
反
映
が
不
十
分
な

ど
の
理
由
で
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
工
事
費

（
約
２
億
円
）を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
に
委
員
会
が
調
査
を
お
こ
な
い
、

町
長
あ
て
に
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
３
年
度
の
予
算
で
は
設
計
費（
４
３
１

万
円
）が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。１

年
間
か
け
て
調
査
と
設
計
を
お
こ
な
い
、

来
年
度
以
降
に
工
事
予
定
で
す
。

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
型
の
防
災
行

政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、既
存

の
情
報
伝
達
手
段
や
防
災
ラ
ジ
オ
を

組
み
合
わ
せ
、充
分
な
事
前
調
査
や

住
民
と
の
協
議
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

　
外
国
人
や
障
が
い
者
へ
の
災
害

情
報
伝
達
の
た
め
、文
字
表
示
機
能

を
検
討
す
る
こ
と
。

　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、設

備
の
改
善
や
状
況
に
応
じ
た
弾
力

的
運
用
や
、分
散
避
難
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

　床島地区の排水計画
について基礎調査を行
います。

　防災重点ため池に指定された7カ所のため池
の浚渫の優先順位を検討します。

古賀

平山

議員の
　  視点

答弁

　下高橋北部の開発状況を把握しな
がら、防災に重点をおき、貴重な文化
財などにも配慮し調査を。

　開発予定地や遺跡の発掘情
報などを十分検討し優先度を判
断したい。

答弁

高橋

被災して大変な思いをしている
人から手数料を取るべきではな
い、と一般質問でも問題提起し
ていました。

罹災証明書
が無料に

りさい
　自然災害に関する罹災証
明書（300円）が無料で発行
されるようになりました。

提言書を提出しました（２月）

提
言
書
の
全
文
は
コ
チ
ラ

議員の
　  視点

しゅん せつ

（※）

※は２年度からの繰り越し事業です。

国土強靭化地域計画を
策定

きょうじん

災
害
に
関
す
る

　
　  

提
言
書
を
提
出

高橋予算委員長

1
提 言

2
提 言

3
提 言

　議会からの提言書や区長会の要
望をふまえ、防災無線の実施設計な
どに取り組みます。（中山町長）

3 年度
予算②
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災害に強い づく り町

防災・減災を推進するため町の計画を策定します。

床島地区の排水対策

防災備蓄倉庫を建設

　現在は備蓄品
の保管を委託して
いますが、役場の
庁舎敷地内に倉
庫を新設します。

昨年9月の決算委員
会では、災害対応の
充実など４点の意見
をつけていました。

中央公民館の改修設計

　生涯学習施設、
避難所としてバリ
アフリーなどの機
能強化を目指し設
計を行います。

ため池の浚渫調査

防災行政無線を設計 431万円

583万円

600万円546万円 1650万円

2591万円

　情報伝達手段のひとつとして、屋外スピー
カーを含む防災行政無線の設計を委託します。

　今年度は設計費のみ計上されている
がスケジュールは。防災ラジオは無償貸
し出しの要件を緩和すべきでは。

　防災無線は性能や設置場所な
どを1年かけて設計したい。防災ラ
ジオは有料で購入した人もおり、
どのように活用するか検討したい。

　
昨
年
の
議
会
で
は
、急
な
提
案
で
あ
る

こ
と
や
、住
民
意
見
の
反
映
が
不
十
分
な

ど
の
理
由
で
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
工
事
費

（
約
２
億
円
）を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
に
委
員
会
が
調
査
を
お
こ
な
い
、

町
長
あ
て
に
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
３
年
度
の
予
算
で
は
設
計
費（
４
３
１

万
円
）が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。１

年
間
か
け
て
調
査
と
設
計
を
お
こ
な
い
、

来
年
度
以
降
に
工
事
予
定
で
す
。

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
型
の
防
災
行

政
無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、既
存

の
情
報
伝
達
手
段
や
防
災
ラ
ジ
オ
を

組
み
合
わ
せ
、充
分
な
事
前
調
査
や

住
民
と
の
協
議
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

　
外
国
人
や
障
が
い
者
へ
の
災
害

情
報
伝
達
の
た
め
、文
字
表
示
機
能

を
検
討
す
る
こ
と
。

　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、設

備
の
改
善
や
状
況
に
応
じ
た
弾
力

的
運
用
や
、分
散
避
難
の
推
進
を
図

る
こ
と
。

　床島地区の排水計画
について基礎調査を行
います。

　防災重点ため池に指定された7カ所のため池
の浚渫の優先順位を検討します。

古賀

平山

議員の
　  視点

答弁

　下高橋北部の開発状況を把握しな
がら、防災に重点をおき、貴重な文化
財などにも配慮し調査を。

　開発予定地や遺跡の発掘情
報などを十分検討し優先度を判
断したい。

答弁

高橋

被災して大変な思いをしている
人から手数料を取るべきではな
い、と一般質問でも問題提起し
ていました。

罹災証明書
が無料に

りさい
　自然災害に関する罹災証
明書（300円）が無料で発行
されるようになりました。

提言書を提出しました（２月）

提
言
書
の
全
文
は
コ
チ
ラ

議員の
　  視点

しゅん せつ

（※）

※は２年度からの繰り越し事業です。

国土強靭化地域計画を
策定

きょうじん

災
害
に
関
す
る

　
　  

提
言
書
を
提
出

高橋予算委員長

1
提 言

2
提 言

3
提 言

　議会からの提言書や区長会の要
望をふまえ、防災無線の実施設計な
どに取り組みます。（中山町長）

　

近
く
に
小
石
原
川
が
あ
り
、
大
雨

の
と
き
は
い
つ
決
壊
す
る
か
と
不
安
で

す
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
雨
戸
を
閉
め

切
っ
た
状
況
で
は
聞
こ
え
に
く
い
場
合

も
あ
り
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
も
あ

わ
せ
て
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

家
が
床
上
浸
水
し
、
途
方
に
暮
れ

て
い
た
ら
社
協
か
ら
ボ
ラ
ン
ティ
ア
さ
ん

た
ち
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
畳
の
運

び
出
し
や
消
毒
な
ど
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
水
害
は
大
変
で
す
。
河
川
の
治

水
対
策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　

中
島
た
め
池
に
隣
接
し
て
お
り
、
ひ

と
り
暮
ら
し
で
不
安
な
の
で
、
大
雨
の

予
報
時
は
早
め
に
娘
の
家
に
避
難
し
ま

す
。
浸
水
で
玄
関
が
腐
食
し
扉
を
付
け

替
え
ま
し
た
。
た
め
池
の
工
事
が
早
く

終
わ
って
安
心
し
た
い
。

　

近
年
の
豪
雨
で
下
高
橋
で
も
冠
水

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
河
川
の

改
修
や
浚
渫
工
事
な
ど
を
計
画
的
に

進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
下
高
橋

北
部
の
中
島
堤
も
堤
防
の
強
靭
化
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

白石さん （栄田）

原野さん （菅野）

栁瀬さん （山隈）

古賀さん （下高橋）

多様な
情報手段を

ボランティアに
感謝

河川改修を
計画的に

ため池の
改修を

たちあらい 議会だより  第170号
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みなさんの

コロナウイルス
ワクチン接種（※）

（※）

ドリームセンターと3カ所の町内医療
機関で行われる予定です。予約コー
ルセンターを委託します。

集団接種はドリームセン
ターで土日に予定してい
るが、特定健診が先に入っ
ている場合は接種の日程
を調整したい。

プレミアム付き
クーポン券を全住民へ配布

住民と事業者への経済支援策
として、1人あたり5000円
（500円×10枚）を補助します。

子どもの医療費を
助成

保育士の奨学金返済に
支援金

通院の自己負担限度額（１医療機関あたり、月額）

改正前

小学生 1200円 1000円

1000円３割負担中学生

改正後

４月から小・中学生の通院の自己負
担限度額を引き下げます。

町内で働く保育士の経済的支援と
保育士確保を目的として、奨学金の
一部を補助します。

空き家の
　　実態調査

空き家の経過状
況の把握、不良
度、市場性の判
定、所有者の意向
調査を行います。

巡回バスを試行運転

効率的な移動手段を
検討するために巡回バ
スを試験運行します。

高齢者は通院の利用が多い。行き
先に病院や最寄り駅などを追加
できないか。

数回の試行運転をしながら、
どのようなルートが適切か住
民と協議を進めたい。

地域公共交通会議

電車、バス、タクシー業者などと協議し、
町の交通計画を策定します。

公共交通

交通量などを調査分析し、現状
にそぐわない都市計画道路を見
直します。

都市計画道路
　　　の見直し

答弁

町全体の都市計画道路を見
直すのか。見直す場合は県
の道路事業と同時並行で進
めるべきでは。

交通量や人口の推計を踏まえ
て、町全体の都市計画道路を
県と協議しながら見直したい。

答弁

答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

ワクチンの集団接種と特
定健診が重なる場合の対
応は。

利用しやすい制度を検討
し、保育士確保に努めたい。答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

２年度は利用者が少なかっ
たので、申請条件の緩和や支
援額を上げるなどの改善を。

906万円

517万円

150万円

726万円

8365万円8370万円6006万円

1570万円

野瀬

東

※は２年度からの繰り越し事業です。

隠塚

松熊

コ
ロ
ナ
対
策・暮
ら
し・公
共
交
通
は

　

ワ
ク
チ
ン
の
情
報
が
少
な
く
不
安
の

あ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
安
全
性

や
有
効
性
な
ど
、
も
っ
と
説
明
が
ほ
し

い
。
病
院
で
は
感
染
対
策
は
し
っ
か
り

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
来

院
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
後
に
曾
祖
母
の
介
護
を
経
験

し
、
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
送

迎
に
一
番
気
を
使
い
ま
す
。
利
用
者
さ

ん
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
感
染
防
止
に
万
全

を
期
し
て
仕
事
に
臨
み
ま
す
。

堀内さん
（下高橋・看護師）

原さん
（三川・介護福祉士）

3 年度
予算③ワクチンの

正確な情報を
感染防止に
尽力
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みなさんの

コロナウイルス
ワクチン接種（※）

（※）

ドリームセンターと3カ所の町内医療
機関で行われる予定です。予約コー
ルセンターを委託します。

集団接種はドリームセン
ターで土日に予定してい
るが、特定健診が先に入っ
ている場合は接種の日程
を調整したい。

プレミアム付き
クーポン券を全住民へ配布

住民と事業者への経済支援策
として、1人あたり5000円
（500円×10枚）を補助します。

子どもの医療費を
助成

保育士の奨学金返済に
支援金

通院の自己負担限度額（１医療機関あたり、月額）

改正前

小学生 1200円 1000円

1000円３割負担中学生

改正後

４月から小・中学生の通院の自己負
担限度額を引き下げます。

町内で働く保育士の経済的支援と
保育士確保を目的として、奨学金の
一部を補助します。

空き家の
　　実態調査

空き家の経過状
況の把握、不良
度、市場性の判
定、所有者の意向
調査を行います。

巡回バスを試行運転

効率的な移動手段を
検討するために巡回バ
スを試験運行します。

高齢者は通院の利用が多い。行き
先に病院や最寄り駅などを追加
できないか。

数回の試行運転をしながら、
どのようなルートが適切か住
民と協議を進めたい。

地域公共交通会議

電車、バス、タクシー業者などと協議し、
町の交通計画を策定します。

公共交通

交通量などを調査分析し、現状
にそぐわない都市計画道路を見
直します。

都市計画道路
　　　の見直し

答弁

町全体の都市計画道路を見
直すのか。見直す場合は県
の道路事業と同時並行で進
めるべきでは。

交通量や人口の推計を踏まえ
て、町全体の都市計画道路を
県と協議しながら見直したい。

答弁

答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

ワクチンの集団接種と特
定健診が重なる場合の対
応は。

利用しやすい制度を検討
し、保育士確保に努めたい。答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

２年度は利用者が少なかっ
たので、申請条件の緩和や支
援額を上げるなどの改善を。

906万円

517万円

150万円

726万円

8365万円8370万円6006万円

1570万円

野瀬

東

※は２年度からの繰り越し事業です。

隠塚

松熊

　

子
ど
も
が
毎
月
通
院
し
て
自
己
負
担

が
重
かっ
た
の
で
す
が
、４
月
か
ら
の
医
療

費
助
成
で
助
かってい
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
あ
り
方
も
変
化

し
て
い
る
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

生
徒
と
の
双
方
向
の
教
育
活
動
を
期

待
し
ま
す
。

　

去
年
の
５
月
に
車
の
免
許
を
返
納

し
た
ら
、
生
活
が
と
て
も
不
便
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
が
試
験
運

行
し
た
バ
ス
で
、
A
コ
ー
プ
へ
の
買
い

物
や
久
留
米
に
通
院
す
る
た
め
の
駅
、

図
書
館
な
ど
へ
行
け
ま
し
た
。
今
後

も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

山浦さん
（冨多）

平塚さん
（西原）

医療費助成
ありがたい

コミュニティ
バスを今後も
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住宅改修に補助

　町内事業者による住宅改修に対し、工事
費の１割（最大10万円）を補助します。

運動公園の
グラウンドを改修

大刀洗公園の
　遊具を更新

　コロナ対策や多発する水害など、
近年にない行政対応が求められる。
引き続き適正な人員配置や専門職
の登用、育成に務めること。特に災害
復旧を担う部署には人員の充実を図
ること。

野瀬平田

　ワ
ク
チ
ン
接
種
、地
域
公
共
交
通
対
策
、防

災
行
政
無
線
設
計
費
な
ど
、住
民
生
活
に

と
って
重
要
な
事
業
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。中
で
も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
は一刻
も
早

く
予
算
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

隠塚

　マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
中
で
非
正
規
職
員

を
増
員
予
定
だ
が
、短
期
採
用
が
お
も
で
あ

り
解
決
に
つ
な
が
って
い
な
い
。

　地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
の
海
外
委
託
は
、

政
情
不
安
が
あ
る
香
港
で
は
成
果
に
疑
問
。

平山

　災
害
対
策
の
推
進
や
生
活
支
援
策
の
周

知
な
ど
に
全
力
を
。い
っ
ぽ
う
で
目
的
や
効

果
が
不
透
明
な
ま
ま
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
、

内
閣
府
へ
の
職
員
派
遣
、特
定
団
体
へ
の
同

和
補
助
金
な
ど
は
賛
成
で
き
な
い
。

１ 人員の適正配置を

　緊急告知防災ラジオについては、
防災無線の整備計画とあわせて活
用の具体化を図ること。貸与条件や
周知・申請方法の再検討を行うこと。

2 防災ラジオの普及推進を

　公共交通計画策定およびバスの
試行運転にあたっては、駅前周辺の
整備や各交通機関との連携など、地
域別、世代別のニーズを調査し、総合
的な見地から策定を行うこと。

3 交通計画はよく調査を

反
対

賛
成

討 論

議会
からの
意見

　特に新しい事業については、政策
や法令などの根拠、提案に至るまで
の経緯、財源措置など、資料を活用し
詳細かつ誠実に説明を行うこと。

4 新規事業は詳細な説明を

　防
災
力
強
化
や
交
通
弱
者
対
策
、子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。ま

た
結
婚
新
生
活
支
援
、新
型
ウ
イ
ル
ス
対

策
、定
住
化
促
進
な
ど
、新
規・継
続
事
業
の

予
算
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

高橋委員長

公害調査を委託

町内で発生する悪臭に対策を講じます。

　悪臭の調査も必要だが、水質
の悪いため池があるので浚渫と
同時に改善を。

　今年度の調査で優先順位を
判断し、環境整備を行いたい。答弁

議員の
　  視点

小石原川ダムへの
　　　　　　負担金

企業誘致を推進

小石原川ダムの水源開発にともなう新たな負
担金を令和２年度から２４年まで支払います。

おもに企業立地フェアの出店経費など。

大山ダムに続いて新たな負担金
が発生するが、今後23年間の支払
い総額は。

合計７４００万円程度だが、計算方法
の変更により、金額は途中の年度で
変わる予定。

予算がほとんど組まれていない
が、誘致にもっと力を入れるべき
では。

答弁

転用の難しい農地がほとんどで、開
発の余地がなく工業団地の準備が
できる状況にない。

答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

　予算委員会では、質疑と自由
討議、討論を経て、賛成多数で
予算案を可決しました。執行に
あたっては、特に4点に留意する
よう意見を述べました。

（※）

（※）

森田
黒木

平田

399万円

34万円

40万円

6377万円

4066万円

300万円

※は２年度からの繰り越し事業です。

　

大
刀
洗
町
は
花
農
家
が
少
な

い
の
で
、
野
菜
に
花
を
加
え
た

経
営
を
奨
励
し
、
大
刀
洗
の
花

の
知
名
度
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
。
県
内
で
は
花
の
価
格
は
維

持
で
き
て
い
る
の
で
、
生
産
量

を
増
や
し
経
営
を
安
定
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
の
た
め
の
住

宅
改
修
事
業
は
歓
迎
し
た
い
し
、

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

継
続
的
な
助
成
や
申
請
手
続
き

の
簡
素
化
を
お
願
い
し
た
い
。

今村さん （上高橋）久保さん （高樋）

花栽培の
推進を

住宅改修
大いに歓迎
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住宅改修に補助

　町内事業者による住宅改修に対し、工事
費の１割（最大10万円）を補助します。

運動公園の
グラウンドを改修

大刀洗公園の
　遊具を更新

　コロナ対策や多発する水害など、
近年にない行政対応が求められる。
引き続き適正な人員配置や専門職
の登用、育成に務めること。特に災害
復旧を担う部署には人員の充実を図
ること。

野瀬平田

　ワ
ク
チ
ン
接
種
、地
域
公
共
交
通
対
策
、防

災
行
政
無
線
設
計
費
な
ど
、住
民
生
活
に

と
って
重
要
な
事
業
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。中
で
も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
は一刻
も
早

く
予
算
を
成
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

隠塚

　マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
中
で
非
正
規
職
員

を
増
員
予
定
だ
が
、短
期
採
用
が
お
も
で
あ

り
解
決
に
つ
な
が
って
い
な
い
。

　地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
の
海
外
委
託
は
、

政
情
不
安
が
あ
る
香
港
で
は
成
果
に
疑
問
。

平山

　災
害
対
策
の
推
進
や
生
活
支
援
策
の
周

知
な
ど
に
全
力
を
。い
っ
ぽ
う
で
目
的
や
効

果
が
不
透
明
な
ま
ま
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
費
、

内
閣
府
へ
の
職
員
派
遣
、特
定
団
体
へ
の
同

和
補
助
金
な
ど
は
賛
成
で
き
な
い
。

１ 人員の適正配置を

　緊急告知防災ラジオについては、
防災無線の整備計画とあわせて活
用の具体化を図ること。貸与条件や
周知・申請方法の再検討を行うこと。

2 防災ラジオの普及推進を

　公共交通計画策定およびバスの
試行運転にあたっては、駅前周辺の
整備や各交通機関との連携など、地
域別、世代別のニーズを調査し、総合
的な見地から策定を行うこと。

3 交通計画はよく調査を

反
対

賛
成

討 論

議会
からの
意見

　特に新しい事業については、政策
や法令などの根拠、提案に至るまで
の経緯、財源措置など、資料を活用し
詳細かつ誠実に説明を行うこと。

4 新規事業は詳細な説明を

　防
災
力
強
化
や
交
通
弱
者
対
策
、子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。ま

た
結
婚
新
生
活
支
援
、新
型
ウ
イ
ル
ス
対

策
、定
住
化
促
進
な
ど
、新
規・継
続
事
業
の

予
算
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。

高橋委員長

公害調査を委託

町内で発生する悪臭に対策を講じます。

　悪臭の調査も必要だが、水質
の悪いため池があるので浚渫と
同時に改善を。

　今年度の調査で優先順位を
判断し、環境整備を行いたい。答弁

議員の
　  視点

小石原川ダムへの
　　　　　　負担金

企業誘致を推進

小石原川ダムの水源開発にともなう新たな負
担金を令和２年度から２４年まで支払います。

おもに企業立地フェアの出店経費など。

大山ダムに続いて新たな負担金
が発生するが、今後23年間の支払
い総額は。

合計７４００万円程度だが、計算方法
の変更により、金額は途中の年度で
変わる予定。

予算がほとんど組まれていない
が、誘致にもっと力を入れるべき
では。

答弁

転用の難しい農地がほとんどで、開
発の余地がなく工業団地の準備が
できる状況にない。

答弁

議員の
　  視点

議員の
　  視点

　予算委員会では、質疑と自由
討議、討論を経て、賛成多数で
予算案を可決しました。執行に
あたっては、特に4点に留意する
よう意見を述べました。

（※）

（※）

森田
黒木

平田

399万円

34万円

40万円

6377万円

4066万円

300万円

※は２年度からの繰り越し事業です。

　

女
性
初
の
農
業
委
員
を
務
め

ま
し
た
。
農
業
は
多
く
を
女
性

が
担
っ
て
お
り
、
境
界
や
農
地

売
買
の
こ
と
な
ど
も
勉
強
し
、

も
っ
と
女
性
の
農
業
委
員
が
増

え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
70
歳

で
新
鮮
野
菜
の
店
を
開
き
元
気

に
営
業
中
で
す
。

松本さん （西大刀洗）

女性の
農業委員を

予算額 前年比

国民健康保険会計 17億7781万円 2.8%

後期高齢者医療会計 2億2323万円 3.4%

土地取得会計 462万円 1.9%

下水道会計 7億8479万円 7.8%

増

増

増

減

　４月からの１年間、議会が認めた予算にもとづい
て行政が事業を行います。年度途中も必要に応じて
予算の増減を審議します。
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４つの特別会計も可決



　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
医
療
機
関
や
介
護
保
険
事

業
所
な
ど
へ
の
支
援
金
、
校
区
セ
ン
タ

ー
空
調
工
事
費
、
行
政
区
支
援
金
な
ど

の
追
加
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
協
力
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

〇
医
療
機
関（
14
施
設
）　　
　
２
３
５
万
円

〇
障
害
福
祉
関
係（
17
事
業
所
）４
５
０
万
円

〇
介
護
保
険
関
係（
32
事
業
所
）６
８
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
金
と
し
て
、
各
区
に

20
万
円
ず
つ
支
給
し
ま
す
。

議員

�　

行
政
区
は
30
戸
か
ら
６
０
０
戸
ま

で
幅
広
い
が
、
人
口
に
応
じ
て
の
支

給
は
お
こ
な
わ
な
い
の
か
。

課長

�　
行
政
区
が
必
要
な
物
資
を
購
入
す

る
の
は
お
お
む
ね
20
万
円
程
度
と
考

え
、
一
律
の
額
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
町
内
の
公
園
な
ど

６
施
設
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
す
。

〇
町
立
公
園（
３
カ
所
）　　
２
８
８
万
円

〇
運
動
公
園　
　
　
　
　
３
９
６
４
万
円

〇
武
道
場　
　
　
　
　
　
２
４
１
３
万
円

〇
大
刀
洗
診
療
所　
　
　
　
５
２
５
万
円

医
療
機
関
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
支
援
金

公
園
な
ど
の

　
　
　
　
ト
イ
レ
を
改
修

行
政
区
に
支
援
金

教育委員固定資産評価審査委員
　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
４
年
間
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
再

任
。
任
期
は
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間
。

松
まつもと

本  哲
て つ お

雄�さん（再）

青あ
お
き木  

量り
ょ
う
こ子�

さ
ん（
再
）

高た
か
ま
つ松  

廣ひ
ろ
み美�

さ
ん（
再
）

補正予算
な ど

多目的トイレも設置予定（大刀洗診療所）

1365万円

7190万円

500万円
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補正予算の変更額
増　減 合　計

一般会計（３件） 5372万円 109億7317万円

国保会計 ▲2959万円 17億9419万円

後期高齢者医療会計 691万円 2億2068万円

下水道会計 ▲2675万円 7億3559万円
医
療
機
関
や
行
政
区
に
も
支
援
金　

３
月
議
会
で
は
、
補
正
予

算
６
件
、
人
事
３
件
、
条
例

改
正
な
ど
12
件
を
審
査
し
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。



　
２
年
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
で
減

額
さ
れ
た
費
目
も
あ
り
ま
す
。

〇
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止　
▲
５
０
６
万
円

　

�

ド
リ
ー
ム
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中

止
し
た
た
め
。

〇
予
防
接
種
へ
の
助
成　
▲
１
０
６
３
万
円

　

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
者
が

予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
。（
１
～
12
歳

は
44
・
５
％
、
13
～
65
歳
は
30
％
）

〇
子
ど
も
医
療
費　
　
　
▲
１
５
３
７
万
円

　

�

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
２
年
度
に
計
上
し
た
事
業
の
う
ち
、
34
事

業
、
合
計
６
億
５
５
０
４
万
円
を
３
年
度
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
は
、

● 

災
害
復
旧
費
（
農
業
災
害
や
公
共
土
木
施

設
災
害
）　　
　
　

  

１
億
６
２
５
０
万
円

●
校
区
セ
ン
タ
ー
空
調
機
な
ど
を
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
５
４
万
円

●
運
動
公
園
な
ど
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
９
０
万
円

●
暗
渠
排
水
の
設
置
工
事
費５

４
０
０
万
円

  
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
額
も

  

２
年
度
➡か
ら
３
年
度
へ
の

繰
り
越
し
が
多
数

　手数料の軽減や廃棄物処理の変更、企業誘
致奨励に関する条件の変更などの条例改正、
町道の廃止などを審議し可決しました。

こ の ほ か に

町内各所で災害復旧が進められている

基金を各市町に分配
 （久留米広域市町村圏事務組合）

介護保険料を引き下げ
         （福岡県介護保険広域連合）

　久留米広域ふるさと振興事業
の廃止にともない、基金（約15億
9313万円）を構成市町の出資割
合に応じ分配します。大刀洗町
分は3.7％の5936万円です。

　広域連合の積立金のうち50億
円を活用し、65歳以上の保険料
を引き下げます。
標準保険料（月額）

6197円→5527円に

一部事務組合など
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私はこう判断 森
田　
勝
典

隠
塚　
春
子

平
田　
康
雄

野
瀬　
繁
隆

黒
木　
德
勝

平
山　
賢
治

東　
　
義
一

古
賀　
世
章

松
熊
武
比
古

高
橋　
直
也

安
丸
眞
一
郎

会
議
の
結
果

令和３年度
当初予算

一般会計 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 可決

特別会計
国保、後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ - 可決

土地取得、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

令和２年度
補正予算

一般会計（専決1件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認

一般会計(2件)、国保、後期高齢者医療、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

人　　　事 教育委員会委員、固定資産評価審査委員(2名) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意

条 例 な ど

手数料条例、国保条例、廃棄物条例、
地域振興基金条例、
企業誘致奨励条例、市町村職員退職手当組合規約、
町道廃止

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

※議長は採決に加わりません。（○…賛成、×…反対）



たちあらい 議会だより  第170号
令和3年4月23日発行 14

議員
　

住
宅
の
建
築
に
と
も

な
い
道
路
用
地
と
な
っ

た
土
地
は
何
カ
所
あ
る
か
。
町
の

事
業
で
整
備
で
き
な
い
か
。

課長
　

平
成
13
年
度
以
降

１
９
０
件
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
１
３
件
の
土
地
は
町
が

整
備
し
た
が
、自
己
管
理
し
て
い

る
個
人
所
有
の
土
地
は
対
応
し

て
い
な
い
。

調査研究したい

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会ホームページのほか、議会

事務局、各校区センターでもご覧いただ

けます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

平田　康雄  平田　康雄  議員議員

ごみ減量化の
補助率アップを

町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

問質般一

議員
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
補
助
率
は
。
補

助
対
象
は
何
箱
ま
で
か
。
補
助

率
を
３
分
の
２
に
ア
ッ
プ
で
き

な
い
か
。

課長
　
補
助
率
は
40
％
。
補

助
対
象
は
年
間
２
セ
ッ

ト
ま
で
だ
が
今
後
セ
ッ
ト
数
の

増
加
を
検
討
す
る
。
補
助
率
は

調
査
研
究
を
し
た
い
。

議員
　

ご
み
の
排
出
量
や
ご

み
処
理
に
要
す
る
経
費

は
。
ご
み
の
減
量
化
や
経
費
削

減
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

町長
　
令
和
元
年
度
の
ご
み

の
量
は
４
１
２
２
ト
ン

で
処
理
費
は
２
億
５
４
０
０
万

円
。
対
策
と
し
て
は
、
資
源
ご

み
袋
の
値
下
げ
、
各
種
の
補
助

事
業
の
実
施
、
広
報
に
よ
る
啓

発
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

生
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
の
対
策
は
。

課長
　
ご
み
減
量
化
の
た
め

の
補
助
事
業
や
学
校
へ

の
生
ご
み
処
理
機
の
設
置
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

集
落
内
道
路
拡
幅
に

つ
い
て
町
の
考
え
方
は
。

町長
　
区
長
要
望
を
も
と
に

現
地
調
査
を
行
い
、
緊

急
性
、
必
要
性
、
利
便
性
な
ど

を
検
討
し
工
事
場
所
を
決
定
。

議員
　

区
長
要
望
は
毎
年
ど

の
程
度
あ
り
、何
件
ぐ
ら

い
採
択
さ
れ
る
の
か
。

課長
　
要
望
は
毎
年
１
０
０

件
ぐ
ら
い
で
、
採
択
す

る
の
は
２
～
３
割
程
度
で
あ
る
。

集
落
内
道
路
の拡

幅
を

区
長
要
望
に

も
と
づ
き
対
応

町
長
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議員
　

住
宅
の
建
築
に
と
も

な
い
道
路
用
地
と
な
っ

た
土
地
は
何
カ
所
あ
る
か
。
町
の

事
業
で
整
備
で
き
な
い
か
。

課長
　

平
成
13
年
度
以
降

１
９
０
件
あ
り
、
そ
の

う
ち
１
１
３
件
の
土
地
は
町
が

整
備
し
た
が
、自
己
管
理
し
て
い

る
個
人
所
有
の
土
地
は
対
応
し

て
い
な
い
。

議員
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
の
背
景
と

目
的
は
。

町長
　
平
成
27
年
の
水
防
法

改
正
で
、
対
象
と
な
る

降
雨
が
想
定
し
う
る
最
大
規
模

の
降
雨
に
変
更
さ
れ
、
浸
水
想

定
区
域
が
拡
大
変
更
さ
れ
た
た

め
。
目
的
は
、
洪
水
時
の
避
難

に
役
立
て
て
人
的
被
害
を
防
ぐ

調査研究したい町や地域での防災教育
に役立てる

課長町長

こ
と
で
あ
る
。

議員
　

早
期
の
立
ち
退
き
避

難
が
必
要
な
区
域
は
ど

の
よ
う
に
決
め
た
の
か
。

町長
　
国
・
県
が
公
表
し
て

い
る
浸
水
想
定
区
域

図
を
参
照
し
、
町
で
区
域
を
明

示
し
た
。

議員
　

水
防
法
改
正
に
と
も

な
う
関
連
計
画
の
見
直

し
を
。

町長
　
平
成
29
年
の
法
改
正

で
、
要
配
慮
者
の
利
用

施
設
に
避
難
計
画
の
作
成
と
避

難
訓
練
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た

め
、地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
改

訂
し
た
い
。

議員
　

第
２
期
の
大
刀
洗
よ

か
ま
ち
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目
指
す
将
来
像
と
基
本

目
標
は
。

町長
　
活
力
あ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
目

標
と
し
て
い
る
。
２
０
４
０
年

に
各
小
学
校
１
２
０
名
以
上
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
人
口

動
態
を
推
計
し
、「
移
住
・
定
住
」

「
出
産
・
子
育
て
」「
仕
事
・
産
業
」

「
暮
ら
し
や
す
さ
」「
魅
力
の
発

信
」
の
５
つ
の
基
本
目
標
と
客

観
的
な
指
標
を
定
め
て
い
る
。

野瀬　繁隆  野瀬　繁隆  議員議員

議員
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
数
と
お
も
な
活
動
内

容
、
任
期
終
了
後
の
定
住
状

況
は
。

町長
　
こ
れ
ま
で
に
10
名
の

隊
員
を
任
用
。
お
も
に

情
報
発
信
と
対
話
の
場
づ
く
り

な
ど
の
業
務
に
従
事
し
、
う
ち

２
名
が
定
住
し
て
い
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
時
に
地
域
と

協
働
し
て
い
れ
ば
、

も
っ
と
防
災
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

集
落
内
の
道
路
は

狭
く
て
車
が
離
合
で

き
な
い
。
町
と
し
て

早
急
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
思
う
が
…
。

ごみ減量化の
補助率アップを

洪水ハザードマップの
周知・活用は

ハザードマップは生かされているか

議員
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
補
助
率
は
。
補

助
対
象
は
何
箱
ま
で
か
。
補
助

率
を
３
分
の
２
に
ア
ッ
プ
で
き

な
い
か
。

課長
　
補
助
率
は
40
％
。
補

助
対
象
は
年
間
２
セ
ッ

ト
ま
で
だ
が
今
後
セ
ッ
ト
数
の

増
加
を
検
討
す
る
。
補
助
率
は

調
査
研
究
を
し
た
い
。

議員
　

ご
み
の
排
出
量
や
ご

み
処
理
に
要
す
る
経
費

は
。
ご
み
の
減
量
化
や
経
費
削

減
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

町長
　
令
和
元
年
度
の
ご
み

の
量
は
４
１
２
２
ト
ン

で
処
理
費
は
２
億
５
４
０
０
万

円
。
対
策
と
し
て
は
、
資
源
ご

み
袋
の
値
下
げ
、
各
種
の
補
助

事
業
の
実
施
、
広
報
に
よ
る
啓

発
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

生
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
の
対
策
は
。

課長
　
ご
み
減
量
化
の
た
め

の
補
助
事
業
や
学
校
へ

の
生
ご
み
処
理
機
の
設
置
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

議員
　

集
落
内
道
路
拡
幅
に

つ
い
て
町
の
考
え
方
は
。

町長
　
区
長
要
望
を
も
と
に

現
地
調
査
を
行
い
、
緊

急
性
、
必
要
性
、
利
便
性
な
ど

を
検
討
し
工
事
場
所
を
決
定
。

議員
　

区
長
要
望
は
毎
年
ど

の
程
度
あ
り
、何
件
ぐ
ら

い
採
択
さ
れ
る
の
か
。

課長
　
要
望
は
毎
年
１
０
０

件
ぐ
ら
い
で
、
採
択
す

る
の
は
２
～
３
割
程
度
で
あ
る
。

コンポスト歴20年、すごい

地
方
創
生
事
業
の

今
後
の
取
り
組
み
は

活
力
あ
る
地
域
の

維
持
を
目
指
す

町
長



たちあらい 議会だより  第170号
令和3年4月23日発行 16

ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
一

考
を
。

課長
　
事
件
や
事
故
、
犯
罪

対
応
は
お
も
に
警
察
が

行
っ
て
い
る
の
で
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
警
察
と
協
議
し
て

進
め
た
い
。

の
受
け
付
け
な
ど
多
く
の
人
員

が
必
要
で
あ
り
、
全
庁
的
な
協

力
体
制
を
構
築
し
対
応
す
る
。

議員
　

医
療
機
関
で
の
個
人

接
種
、
集
団
接
種
の
場

合
の
住
民
へ
の
周
知
は
。

町長
　
日
程
な
ど
を
確
認
し

だ
い
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
す
る
。

議員
　

防
犯
活
動
へ
の
取
り

組
み
強
化
の
観
点
か

ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
今
後
増
設

す
る
考
え
は
。

議員
　

ワ
ク
チ
ン
確
保
や
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見

通
し
は
。

町長
　
高
齢
者
へ
の
優
先
接

接
種
が
４
月
12
日
か
ら

限
定
的
に
開
始
さ
れ
る
。ワ
ク
チ

ン
が
配
送
さ
れ
、接
種
体
制
の
準

備
が
整
い
し
だ
い
進
め
た
い
。

議員
　

接
種
場
所
や
手
順
、

模
擬
訓
練
、
職
員
の
確

保
・
配
置
は
。

町長
　
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
の
集
団
接
種
と
町
内

３
医
療
機
関
で
の
個
人
接
種
に

よ
り
進
め
て
い
く
。
模
擬
訓
練

は
、
接
種
の
手
順
を
確
認
す
る

た
め
で
き
た
ほ
う
が
ベ
タ
ー
と

考
え
る
。
集
団
接
種
で
は
会
場

町長
　
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
み
い
農
業

協
同
組
合
か
ら
寄
贈
を
受
け
町

内
４
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
管

理
上
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
す

る
計
画
は
な
い
。

議員
　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
つ
く
る
観
点
か

準備が整いしだい
進める

東　義一  東　義一  議員議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

ほ
と
ん
ど
が
国
か

ら
の
交
付
金
と
は
言

え
、
も
と
は
私
た
ち

の
税
金
。
国
の
財
政

　

が
心
配
で
す
。

ワクチン接種の
日程や周知は

ワクチン接種は
正確な情報を提供

町長
黒木　德勝  黒木　德勝  議員議員

議員
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
経
過

と
事
業
予
算
は
。

課長
　
令
和
２
年
４
月
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
と
し
て
55
の
事
業
、
５
億

８
８
９
４
万
円
の
事
業
計
画
を

立
て
た
。
町
独
自
の
事
業
と
し

て
は
、
中
小
企
業
な
ど
へ
の
支

援
金
５
３
０
０
万
円
、
大
刀
洗

町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
と
し
て
８
６
０
０
万
円

な
ど
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
や
税

の
免
除
・
猶
予
な
ど
を
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
、国
か
ら
支
給
さ

れ
た
１
人
あ
た
り
10
万
円
の
定

額
給
付
金
を
含
め
る
と
、総
額
で

20
億
円
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

議員
　

新
年
度
か
ら
高
齢
者

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
る
。接
種
体
制
の
確

立
と
情
報
提
供
は
。

町長
　
安
心
で
き
る
体
制
の

整
備
と
正
確
な
情
報
提

供
に
努
め
る
。

議員
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

課長
　
国
か
ら
の
情
報
と
し

て
は
、
６
月
末
ま
で
に

高
齢
者
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
納
品

完
了
と
の
こ
と
で
あ
る
。町
内
の

３
カ
所
の
医
療
機
関
で
個
別
接

種
を
、ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
集

団
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

議員
　

今
後
の
支
援
策
は
。

課長
　

各
行
政
区
に
対
し

20
万
円
の
給
付
を
行
な

う
。
ま
た
、
昨
年
の
４
月
28
日

以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対

し
、
令
和
２
年
度
は
10
万
円
の

特
別
定
額
給
付
金
を
支
給
し
て

い
る
。

　
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券

の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
20
％
に
増

額
す
る
予
定
。

新型コロナへの対応は

ドリームセンターでの予行練習
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ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
一

考
を
。

課長
　
事
件
や
事
故
、
犯
罪

対
応
は
お
も
に
警
察
が

行
っ
て
い
る
の
で
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
警
察
と
協
議
し
て

進
め
た
い
。

の
受
け
付
け
な
ど
多
く
の
人
員

が
必
要
で
あ
り
、
全
庁
的
な
協

力
体
制
を
構
築
し
対
応
す
る
。

議員
　

医
療
機
関
で
の
個
人

接
種
、
集
団
接
種
の
場

合
の
住
民
へ
の
周
知
は
。

町長
　
日
程
な
ど
を
確
認
し

だ
い
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
す
る
。

議員
　

防
犯
活
動
へ
の
取
り

組
み
強
化
の
観
点
か

ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
今
後
増
設

す
る
考
え
は
。

議員
　

ワ
ク
チ
ン
確
保
や
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見

通
し
は
。

町長
　
高
齢
者
へ
の
優
先
接

接
種
が
４
月
12
日
か
ら

限
定
的
に
開
始
さ
れ
る
。ワ
ク
チ

ン
が
配
送
さ
れ
、接
種
体
制
の
準

備
が
整
い
し
だ
い
進
め
た
い
。

議員
　

接
種
場
所
や
手
順
、

模
擬
訓
練
、
職
員
の
確

保
・
配
置
は
。

町長
　
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
の
集
団
接
種
と
町
内

３
医
療
機
関
で
の
個
人
接
種
に

よ
り
進
め
て
い
く
。
模
擬
訓
練

は
、
接
種
の
手
順
を
確
認
す
る

た
め
で
き
た
ほ
う
が
ベ
タ
ー
と

考
え
る
。
集
団
接
種
で
は
会
場

町長
　
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
み
い
農
業

協
同
組
合
か
ら
寄
贈
を
受
け
町

内
４
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
管

理
上
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
す

る
計
画
は
な
い
。

議員
　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
つ
く
る
観
点
か

準備が整いしだい
進める

町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

行
政
サ
イ
ド
が
知

り
え
た
情
報
は
、
常

に
住
民
目
線
で
発

信
を
。

ワクチン接種の
日程や周知は

減量効果が高ければ
推進したい

課長
隠塚　春子  隠塚　春子  議員議員

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

人
が
歩
け
ば
20
㎝

ほ
ど
の
飛
沫
が
上
が

り
ま
す
。
寝
転
ん
で

も
、
安
心
で
き
る
よ

う
な
床
に
な
る
こ
と

　

を
願
っ
て
い
ま
す
。

生ごみ処理機の推進を

議員
　

小
中
学
校
で
試
行
中

の
生
ご
み
処
理
機
が
ご

み
の
軽
減
に
効
果
的
だ
と
判
断

し
た
場
合
、
事
業
所
な
ど
へ
推

進
す
る
考
え
は
。

課長
　
使
用
者
の
意
見
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
効
果

が
高
い
よ
う
で
あ
れ
ば
推
進
で

き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

議員
　

庁
舎
前
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
回
収
は
継
続

す
る
の
か
。
設
置
場
所
を
拡
大

す
る
考
え
は
。

町長
　
廃
止
は
考
え
て
い
な

い
。利
用
状
況
や
要
望
、

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
校
区

セ
ン
タ
ー
へ
の
拡
大
を
含
め
て

検
討
し
た
い
。

議員
　

分
別
意
識
向
上
の
た

め
、
小
中
学
校
や
団
体

の
集
ま
り
に
出
向
い
て
ご
み
の

分
別
授
業
を
企
画
し
て
は
。

課長
　
分
別
の
知
識
な
ど
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

重
要
。
特
に
小
学
校
へ
積
極
的

に
出
前
講
座
に
行
く
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。

議員
　

光
触
媒
の
働
き
で
有

機
化
合
物
や
ウ
イ
ル

ス
、
菌
な
ど
を
除
去
し
、
無
害
化

で
き
る
床
材
や
塗
料
が
あ
る
。

暗
所
で
も
効
果
を
発
揮
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
関
連

の
補
助
金
の
対
象
で
も
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め

に
も
、
保
育
園
や
小
中
学
校
の

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
、
床
材
よ
り

安
価
で
施
工
期
間
が
短
い
塗
料

の
検
討
を
。
ま
た
、
避
難
所
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
体
育
館
な

ど
に
も
活
用
し
て
は
。

町長
　
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
や
機
器
・
商
品
が
あ
り
、
費

用
や
効
果
も
多
種
多
様
。
床
材

や
塗
料
を
採
用
す
る
考
え
は
な

い
が
、
今
後
と
も
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
に
努
め
る
。

安全のため防犯カメラの増設を（大刀洗公園）

中学校では10ヶ月で1118キロを処理

防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
が
必
要
で
は

増
設
の
計
画
は
な
い

町
長

抗
ウ
イ
ル
ス
材
の活用

を

床
材
や
塗
料
を
採
用

す
る
考
え
は
な
い

町
長
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議 長 通 信
問
①
改
修
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
・
入
り
口
付
近
の
改
修

　
・
車
止
め
の
設
置

②
花
壇
を
含
め
た
拡
幅
改
修
を
。

③
駐
輪
場
の
移
転
・
整
備
は
。

④
全
面
改
修
は
。

問①
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

②
第
３
次
補
正
予
算
で
追
加
の

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
は
。

③
医
療
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

支
援
策
は
。

検
討
中

①
駐
車
場
入
り
口
の
改
修
と
車
止
め

の
設
置
を
令
和
３
年
度
に
予
定
。

③
、
④
は
公
共
施
設
の
改
修
計
画
な

ど
と
あ
わ
せ
検
討
す
る
。

＊
①
、
②
は
３
年
度
予
算
に
計
上

　
済
み
。

南
部
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
の

整
備
は

（
平
田
康
雄 

議
員
）

コ
ロ
ナ
に
か
か
る
住
民
支
援
策
は

災
害
対
策
の
充
実
は

（
平
山
賢
治 

議
員
）

答

対
応
中

①
国
の
持
続
化
給
付
金
の
期
限
延
長

に
合
わ
せ
て
町
も
延
長
す
る
。

②
３
年
度
の
予
算
査
定
な
ど
で
対
応
。

③
町
内
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
援
金

を
３
月
の
補
正
予
算
に
計
上
。

答

検
討
中

答

問①
避
難
所
の
資
材
の
整
備
は
。
　

②
町
内
業
者
と
の
災
害
協
定
は
。

③
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
条
件
緩
和
を
。

④
災
害
ご
み
の
臨
時
集
積
場
の
開
設

延
長
は
。

⑤
災
害
時
の
町
内
の
交
通
規
制
は
。

⑥
災
害
の
多
発
す
る
地
域
へ
の
重
点

的
な
支
援
は
。

①
敷
マ
ッ
ト
の
購
入
を
検
討
。

②
町
内
業
者
と
は
協
定
の
話
は
な
い
。

③
防
災
無
線
の
あ
り
方
も
含
め
検
討
。

④
受
付
期
間
や
開
設
時
間
を
協
議
し

た
い
。

⑤
近
隣
の
事
例
を
参
考
と
し
て
検
討
。

⑥
床
島
地
区
の
内
水
対
策
の
た
め
調

査
費
を
計
上
し
た
。

　一般質問で、町長などが「検討する」と答弁し
た内容について、質問者は次の議会までに検討
状況の報告を求めることができます。
　12月議会の質問に対する町の回答をお知ら
せします。

追跡
リポート

12月定例会

手 話

声

通訳あります

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに収録して
自宅にお届けします。

議会事務局

議長  安丸  眞一郎

℡77-4112（FAXも同じ）
お問い合わせ

お問い合わせ
社会福祉協議会 ℡77-4877

重複する質問は調整しないの？
　「一般質問が重複する場合は、事前に調整し
ないの？」と聞かれることがあります。
　一般質問は、議員が日ごろの活動や住民か
らのご意見をもとに内容を決めています。災
害やコロナ感染症対策などでは質問が重なる
ことがありますが、議長として特に調整するこ
とはありません。「前の議員と同じじゃないか」
と思われないように、各人が切り口を変えて鋭
く切り込むことが必要です。
　また、当町議会では委員会も原則すべて公
開していますが、「発言が聞き取りにくい」と
のご意見を踏まえ、協議会室にマイクを設置
する予定です。
　これからも皆様のご意見を聞きながら、住
民に信頼される議会づくりに取り組みます。

議員
　

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
が

落
ち
込
み
、
全
国
調
査

で
は
２
年
度
の
休
廃
業
が
５
万

社
近
く
、
３
年
度
も
５
万
５
千

件
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
雇
用

も
60
万
人
減
り
、
特
に
女
性
の

非
正
規
雇
用
減
少
が
顕
著
で
あ

る
。
当
町
で
の
見
通
し
と
支
援

策
の
充
実
は
。

課長
　
町
内
で
も
同
様
の
状

況
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
今
後
も
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
支
援
や
資
金
繰
り
制
度

な
ど
を
県
と
連
携
し
て
推
進
し

た
い
。雇
用
問
題
は
国
や
県
が
主

体
で
取
り
組
ん
で
お
り
、町
と
し

て
独
自
に
把
握
は
し
て
い
な
い
。

議員
　

特
に
国
保
税
の
納
付

率
が
５
㌽
も
落
ち
込
ん

で
い
る
の
は
大
変
で
、
各
種
支

援
や
軽
減
制
度
の
周
知
を
。

課長
　

税
の
軽
減
な
ど
は
、

制
度
の
誤
解
を
避
け
る

た
め
に
も
で
き
る
だ
け
窓
口
で

の
相
談
を
推
進
し
て
い
る
。

議員
　

政
府
が
生
活
保
護
の

積
極
的
な
活
用
を
通
知

し
て
い
る
。
全
職
員
が
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
住
民
へ
の
周
知
と
必

要
な
人
の
申
請
援
助
を
。

課長
　
全
職
員
が
理
解
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
制
度
に
該
当
す
る
と
判
断

し
た
場
合
は
福
祉
の
担
当
課
に

つ
な
げ
た
い
。広
報
紙
な
ど
で
の

周
知
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

議員
　

大
雨
期
に
向
け
て
の

具
体
的
な
対
策
は
。
特

に
防
災
専
門
官
の
活
動
強
化
を
。

課長
　
防
災
専
門
官
は
５
点

を
重
視
し
活
動
す
る
。

①
防
災
訓
練
支
援
や
講
話
な
ど
、

　
住
民
に
対
す
る
啓
発
。

②
地
域
防
災
計
画
の
修
正
作
業
。

③
消
防
団
の
訓
練
支
援
。

④�

地
域
住
民
主
導
型
の
防
災
訓

練
を
実
施
。

⑤�

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

コ
ロ
ナ
禍
や
消
費

税
増
税
の
も
と
で
、

政
治
の
真
価
が
問
わ

れ
る
１
年
と
な
る
で

し
ょ
う
。
住
民
に
寄

　

り
添
う
行
政
を
。

支援制度や
窓口相談を推進

課長
平山　賢治  平山　賢治  議員議員

生活状況を把握し
必要な支援を

防
災
専
門
官
を
軸
に

７
月
ま
で
の
備
え
を

啓
発
や
行
動
計
画

策
定
な
ど
に
重
点

課
長

水害後の後かたづけも大変（大堰）
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議 長 通 信
問
①
改
修
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

　
・
入
り
口
付
近
の
改
修

　
・
車
止
め
の
設
置

②
花
壇
を
含
め
た
拡
幅
改
修
を
。

③
駐
輪
場
の
移
転
・
整
備
は
。

④
全
面
改
修
は
。

問①
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

②
第
３
次
補
正
予
算
で
追
加
の

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
は
。

③
医
療
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

支
援
策
は
。

検
討
中

①
駐
車
場
入
り
口
の
改
修
と
車
止
め

の
設
置
を
令
和
３
年
度
に
予
定
。

③
、
④
は
公
共
施
設
の
改
修
計
画
な

ど
と
あ
わ
せ
検
討
す
る
。

＊
①
、
②
は
３
年
度
予
算
に
計
上

　
済
み
。

南
部
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
の

整
備
は

（
平
田
康
雄 

議
員
）

コ
ロ
ナ
に
か
か
る
住
民
支
援
策
は

災
害
対
策
の
充
実
は

（
平
山
賢
治 

議
員
）

答

対
応
中

①
国
の
持
続
化
給
付
金
の
期
限
延
長

に
合
わ
せ
て
町
も
延
長
す
る
。

②
３
年
度
の
予
算
査
定
な
ど
で
対
応
。

③
町
内
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
援
金

を
３
月
の
補
正
予
算
に
計
上
。

答

検
討
中

答

問①
避
難
所
の
資
材
の
整
備
は
。
　

②
町
内
業
者
と
の
災
害
協
定
は
。

③
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
条
件
緩
和
を
。

④
災
害
ご
み
の
臨
時
集
積
場
の
開
設

延
長
は
。

⑤
災
害
時
の
町
内
の
交
通
規
制
は
。

⑥
災
害
の
多
発
す
る
地
域
へ
の
重
点

的
な
支
援
は
。

①
敷
マ
ッ
ト
の
購
入
を
検
討
。

②
町
内
業
者
と
は
協
定
の
話
は
な
い
。

③
防
災
無
線
の
あ
り
方
も
含
め
検
討
。

④
受
付
期
間
や
開
設
時
間
を
協
議
し

た
い
。

⑤
近
隣
の
事
例
を
参
考
と
し
て
検
討
。

⑥
床
島
地
区
の
内
水
対
策
の
た
め
調

査
費
を
計
上
し
た
。

　一般質問で、町長などが「検討する」と答弁し
た内容について、質問者は次の議会までに検討
状況の報告を求めることができます。
　12月議会の質問に対する町の回答をお知ら
せします。

追跡
リポート

12月定例会

手 話

声

通訳あります

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに収録して
自宅にお届けします。

議会事務局

議長  安丸  眞一郎

℡77-4112（FAXも同じ）
お問い合わせ

お問い合わせ
社会福祉協議会 ℡77-4877

重複する質問は調整しないの？
　「一般質問が重複する場合は、事前に調整し
ないの？」と聞かれることがあります。
　一般質問は、議員が日ごろの活動や住民か
らのご意見をもとに内容を決めています。災
害やコロナ感染症対策などでは質問が重なる
ことがありますが、議長として特に調整するこ
とはありません。「前の議員と同じじゃないか」
と思われないように、各人が切り口を変えて鋭
く切り込むことが必要です。
　また、当町議会では委員会も原則すべて公
開していますが、「発言が聞き取りにくい」と
のご意見を踏まえ、協議会室にマイクを設置
する予定です。
　これからも皆様のご意見を聞きながら、住
民に信頼される議会づくりに取り組みます。



声
議会モニター
 さんの
議会モニター
 さんの

検証

提言
調査

監視

議会活動検証

議会のあり方が
問われる１年に
　大刀洗町議会では、平成26年に議会基本
条例を制定し、活発な議論や政策提言、住民
意思の反映などを基本目標に掲げて活動し
ています。
　令和2年度は、新型コロナ感染拡大の影響
もあり、例年に比べて活動が困難な1年となり
ました。委員会活動や議員研修も中止や縮小
が相次ぎました。
　いっぽう、コロナや災害対策などの補正予
算が多く提案され、臨時議会も4回開かれる
など、議会の判断が問われた1年でもありま
した。２年度の成果や課題を協議し、今年度の
重点課題をとりまとめました。

災害発生時などの
議会の活動計画1

重点課題

　感染症の拡大や、水害、地震など、災害発生時
に議会が適切に対応できるよう、業務継続体制
の確立をめざします。
速やかな情報伝達や
伝達手段の整理など、
緊急時の体制を研究
します。

住民意見の反映と
政策立案能力の強化2

重点課題

　議会報告会や議会モニター制度など、住民意
見の聴取と政策提言への反映に努めてきました。
　報告会や意見交換会は引き続き実施するとと
もに、議会の活動サイクルを確立し、住民意見を議
案審査に反映させる仕組みづくりを目指します。

議員活動の充実3
重点課題

　第3条ほかで議員の能力向
上がうたわれています。報告会
でも「報告活動の充実を」など
の意見が寄せられています。
　議員個人としても活動の充
実を心がけるよう徹底を図り
ます。

議員の定数・報酬や
研修のありかたなど4

重点課題

　２年度の議論では、議員定
数は現状の12名が適切との
意見が多数でした。また、コロ
ナ禍での経験を踏まえ、多様
な研修手段や、議員の能力向
上のための参考人制度の活用
が必要と考えます。

議会基本条例の見直し5
重点課題

　本条例は施行後7年が経過しました。この
間の検証を踏まえ、見直しを行うことも必要
と考えます。委員会で調査をすすめます。 議会運営委員会

黒木委員長

検
証
の
全
文
は

コ
チ
ラ

　

災
害
復
旧
工
事
は
法
律
の
制
約
が
多

く
大
変
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
議

会
も
知
恵
を
し
ぼ
り
、
で
き
る
限
り
住

民
の
意
見
を
反
映
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
小
さ
な
声
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や

地
域
の
会
議
で
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
防
災
や
交
通
の
計
画
策
定
が
あ

る
よ
う
な
の
で
、
議
会
で
も
中
身
を
よ

く
つ
か
ん
で
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
中
継
で
も
議
論
の
内
容
が
分

か
る
よ
う
に
資
料
を
映
し
出
し
て
も
ら

う
と
あ
り
が
た
い
。
議
会
の
定
数
と
報

酬
は
、
無
投
票
だ
っ
た
こ
と
や
住
民
の

声
を
踏
ま
え
て
も
っ
と
議
論
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

平城さん
（下高橋）

吉川さん
（東本郷）

定数や
報酬の議論を

小さな声を
よくつかんで
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声
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 さんの
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提言
調査

監視
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　議員個人としても活動の充
実を心がけるよう徹底を図り
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　２年度の議論では、議員定
数は現状の12名が適切との
意見が多数でした。また、コロ
ナ禍での経験を踏まえ、多様
な研修手段や、議員の能力向
上のための参考人制度の活用
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議会基本条例の見直し5
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　本条例は施行後7年が経過しました。この
間の検証を踏まえ、見直しを行うことも必要
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黒木委員長

検
証
の
全
文
は

コ
チ
ラ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
人
が
か

な
り
多
く
、
議
会
か
ら
行
政
へ
の

働
き
か
け
が
も
っ
と
必
要
で
す
。

質
問
し
な
い
議
員
さ
ん
が
い
る
の

は
内
容
が
重
複
し
て
い
る
か
ら
？

町
民
支
援
の
活
発
な
議
論
を
期
待

し
ま
す
。

　

中
小
業
者
支
援
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
商
工
会
の
名
前
が
議

会
で
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
の
が
不

思
議
で
す
。
各
種
の
支
援
制
度
を

活
用
す
る
た
め
に
も
、
商
工
団
体

や
金
融
機
関
と
の
連
携
も
強
め
て

ほ
し
い
。

　

災
害
に
備
え
る
議
論
は
多
い
で

す
が
、
災
害
後
の
避
難
所
運
営
な

ど
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。
特
に
女

性
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど

も
の
視
点
で
対
策
を
。

　

議
員
個
人
で
も
報
告
会
を
積
極

的
に
開
い
て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
住
民
が
も
っ
と
身
近
に

関
わ
れ
る
よ
う
に
休
日
議
会
を
復

活
し
て
ほ
し
い
！

　

本
当
の
意
味
で「
住
民
が
主
役
」

に
な
れ
る
議
会
運
営
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

非
常
事
態
解
除
後
の
地
域
の
諸
活
動

に
つ
い
て
町
の
方
針
を
聞
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
支
援
金
の
根
拠
な
ど
明
確

な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き

続
き
住
民
の
声
を
代
弁
し
て
く
だ
さ
い
。

秋吉さん （守部）

石川さん （山隈）

大野さん （南本郷）

古賀さん
（下高橋）

白浜さん
（北鵜木）

堤さん
（菅野）

議会も
知恵をしぼって

住民の声で
議会活動を休日議会の

復活を

報告活動が
大事

住民支援の
議論を期待

商工団体との
連携を
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　防災行政無線について、小郡市と筑前町で
調査した内容を踏まえ、町長に対して防災行
政の充実に関する提言書を提出しました。

　全国町村議会議長会が主催する議会広報コン
クールで、たちあらい議会だより 166 号が第７
位に入賞しました。昨年度より 37 紙多い 311
紙の応募があるなかで、６年連続の入賞です。
　受賞を励みに、今後も住民の皆さんとの双方
向型の紙面づくりをめざします。
　今後もご意見、ご感想をお寄せください。

　会計課長からの異動で、４月から議
会事務局長に就任しました。

　地方自治法と町条例にもとづ
き設置され、事務局長は議長が
任命します。現在は３名体制で
議会庶務や議事調査にあたって
います。

防災行政の充実を
　　　　　　議論、提言

入賞した166号です

議会広報
コンクール結果➡
（全国町村議会議長会）

松熊委員長 東委員長

高橋委員長平山委員長

佐田 裕子さん

建設経済委員会

　４年連続で水害が発生し
ているもとで、防災行政無線
の設置も含めて、どの地域
にどのような設備が必要な
のか、引き続き調査します。

　議会改革や活性化のありかたについて、
全議員でオンライン研修を受講しました。
　議員定数と報酬については、他市町村の
状況も参考にしながら委員会で検討し、現
行どおりの12名が妥当ではないかとの結
論でした。

議員定数、報酬を議論中

議会改革特別委員会

　議会として、コロナ禍や災
害などの非常時に的確に住
民意見を把握し、対応できる
仕組みづくりが必要と考え
ています。

　議会報告会でのご意見を受けて、ごみ焼却
場の今後の運営や、生ごみの資源化など環境
対策について議論しました。
　また、昨年から町内小中学校の学習状況や
コロナ対策を調査しており、今後も訪問や関
係課との協議をすすめます。

ごみ減量化など、
　　　　環境問題に重点

総務文教厚生委員会

　ごみ処理と環境対策を
重点課題と位置づけ、先進
地の調査や研究を進めま
す。焼却場のあり方も課題
です。

　2月に議会広報のオンライン研修を受講
し、紙面を添削してもらいました。
　記事の分かりやすさや住民登場企画が評
価を受けるいっぽう、議会視点で決算分析を
深めることなどの指摘を受けました。

広報を通じて
　　議会の活動を高める

広報委員会全国町村議会　広報コンクール

6年連続の 入 賞

関連  21ページへ

関連  6ページへ

　さっそく今号から改善に
着手しています。今年度は
住民アンケートや先進地視
察を通じ、紙面の充実に取
り組みます。

新しい
事務局長です
議
会
が
十
分
に
機
能

を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

議会事務局とは？

今 年 度 は

今 年 度 は今 年 度 は

今 年 度 は

委 員 会 レポート
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民意見を把握し、対応できる
仕組みづくりが必要と考え
ています。

　議会報告会でのご意見を受けて、ごみ焼却
場の今後の運営や、生ごみの資源化など環境
対策について議論しました。
　また、昨年から町内小中学校の学習状況や
コロナ対策を調査しており、今後も訪問や関
係課との協議をすすめます。

ごみ減量化など、
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総務文教厚生委員会

　ごみ処理と環境対策を
重点課題と位置づけ、先進
地の調査や研究を進めま
す。焼却場のあり方も課題
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　さっそく今号から改善に
着手しています。今年度は
住民アンケートや先進地視
察を通じ、紙面の充実に取
り組みます。

新しい
事務局長です
議
会
が
十
分
に
機
能

を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

議会事務局とは？

今 年 度 は

今 年 度 は今 年 度 は

今 年 度 は

　
鵜
木
で
と
ん
か
つ
店
を
営
む
井
手

さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

　
開
店
し
て
25
年
、
お
店
で
の
食
事

や
お
弁
当
配
達
な
ど
、
町
内
外
の
多

く
の
お
客
さ
ん
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

ま
す
。
哲
郎
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
も
福

岡
市
で
と
ん
か
つ
店
を
4
店
舗
経
営

す
る
な
ど
一
家
で
活
躍
中
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
通
せ
ず
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
出
店
し
た
り
、
地
域
の

催
し
で
お
弁
当
の
注
文
を
受
け
た
り

と
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
実
家
が
精
肉
店
を
営
ん

で
お
り
、
肉
屋
直
営
の
新
鮮
な
肉
を

安
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
町
内
は
ど

こ
で
も
配
達
し
ま
す
の
で
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。
町
が
実
施
し
て
い
る

弁
当
販
売
な
ど
の
応
援
策
も
続
け
て

ほ
し
い
」と
哲
郎
さ
ん
。
ご
夫
婦
と
パ

ー
ト
の
皆
さ
ん
で
調
理
、
配
膳
、
配

達
と
忙
し
い
毎
日
で
す
。

25
年
間
、地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
と
ん
か
つ

と
ん
か
つ
ち
づ
る

井い

で手��

哲て
つ
ろ
う郎�

さ
ん

ゆ
か
り
さ
ん
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編
集
後
記

次回定例会の予定

6月11日（金）
　　　　　  ～18日（金）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

※感染症対策などの事情により
　変更となることがあります。

6月15日（火）、16日（水）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

パソコンやタブレット、
スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます

社
会
人
１
年
目
で
す
ね
。

�　
工
業
高
校
を
卒
業
し
、
昨
年
か

ら
製
造
業
で
働
い
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
の
調
整
が

必
要
で
、
い
い
仕
事
が
で
き
る
よ

う
日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
が
多
く
、
同
期
と
の

交
流
が
少
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。

学
校
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
。

�　

小
１
か
ら
野
球
を
続
け
て
い
ま

す
。
高
校
の
先
生
は
生
徒
の
自
主

性
に
任
せ
て
く
れ
た
の
で
、
自
分

た
ち
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
議
論
し
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
練
習
に
打
ち

込
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
も
生
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

18
歳
で
選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
。

�　

自
分
の
１
票
で
は
な
に
も
変
わ

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
町
長
選
挙
の
情
報
を

目
に
し
、
政
策
的
に
共
感
で
き
る

候
補
に
投
票
し
ま
し
た
。
棄
権
は

現
状
へ
の
信
任
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
社
会
も
人
間
も
常
に
改

善
や
発
展
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

政
治
に
ご
意
見
を
。

�　
い
ま
の
政
治
を
見
て
い
る
と
、
時

代
に
合
っ
て
い
な
い
発
想
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
先
進
国
と
言

い
な
が
ら
、
な
ぜ
先
進
的
な
技
術

や
発
想
を
取
り
入
れ
な
い
の
か
不

思
議
で
す
。
若
い
人
や
女
性
の
積

極
的
な
登
用
や
、
20
代
、
30
代
が

選
挙
に
立
候
補
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
小
学
校
の
授
業
で
も
税

金
や
選
挙
の
話
を
も
っ
と
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
3
月
議
会
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
対
話
の
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。

　
4
月
に
入
っ
て
も
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

議
会
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
対
策
と
防

災
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

行
政
と
も
連
携
し
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（

古
賀
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

平

田

康

雄

隠

塚

春

子

東 
 

 

義

一

古

賀

世

章

聞き手から
（平山）

若
い
人
や
女
性
が

活
躍
で
き
る
社
会
に

菅
野   

米よ
ね
だ田 
明あ

き
ひ
ろ弘

さ
ん（
19
歳
）

　

情
報
が
氾
濫
す
る

中
で
、
物
事
の
本
質

を
見
抜
く
力
を
お
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
意
見
発
信
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。


